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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録面を径方向の複数のボリュームに分割し、各ボリュームをリードイン領域、プログ
ラム領域、リードアウト領域で構成して情報を記録し、次ボリュームの存在するボリュー
ムのプログラム領域、リードアウト領域のいずれか一方または両方の領域のメインチャン
ネルに次ボリュームの存在を示す情報を記録してなる光ディスクを再生する光ディスク再
生装置であって、
　第何ボリュームまで再生可能とするかに関する装置固有の再生水準が設定され、
　各ボリュームの再生時に次ボリュームの存否を示す情報を読み取り、次ボリューム有り
の情報が得られたときは、該次ボリュームの存否を示す情報により与えられる最終ボリュ
ームまたは前記設定された再生水準により定められた最終ボリュームのうちいずれか小さ
い値のボリュームまでアクセスを許容し、それより先へのアクセスを禁止し、前記次ボリ
ューム有りの情報が得られないときは、現ボリュームより先へのアクセスを禁止するよう
に制御内容が設定されている光ディスク再生装置。
【請求項２】
　前記次ボリュームの存在を示す情報が前記光ディスクのファイルシステムの管理範囲内
のファイルに記録され、該光ディスクの該ファイルから該次ボリュームの存在を示す情報
を読み取る請求項１記載の光ディスク再生装置。
【請求項３】
　前記次ボリュームの存在を示す情報が前記光ディスクのファイルシステムの管理範囲外
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のデータであってメインチャンネルのフォーマット上の予め定められた位置に記録され、
該光ディスクの該位置から該次ボリュームの存在を示す情報を読み取る請求項１記載の光
ディスク再生装置。
【請求項４】
　記録面を径方向の複数のボリュームに分割し、各ボリュームをリードイン領域、プログ
ラム領域、リードアウト領域で構成して情報を記録し、第１ボリュームまたは全ボリュー
ムのプログラム領域、リードアウト領域のいずれか一方または両方の領域のメインチャン
ネルに、全てのボリュームの存在を示す情報をボリューム番号順に所定区間ずつ記録して
なる光ディスクを再生する光ディスク再生装置であって、
　第何ボリュームまで再生可能とするかに関する装置固有の再生水準が設定され、
　第１ボリュームまたは各ボリュームの再生時に前記全てのボリュームの存在を示す情報
を読み取り、該読み取られた全てのボリュームの存在を示す情報により存在が確認された
最終ボリュームまたは前記設定された再生水準で定められた最終ボリュームのうちいずれ
か小さい値のボリュームまでアクセスを許容し、それより先へのアクセスを禁止するよう
に制御内容が設定されている光ディスク再生装置。
【請求項５】
　記録面を径方向の複数のボリュームに分割し、各ボリュームをリードイン領域、プログ
ラム領域、リードアウト領域で構成して情報を記録し、第１ボリュームまたは全ボリュー
ムのプログラム領域、リードアウト領域のいずれか一方または両方の領域のメインチャン
ネルに、全てのボリュームの存在を示す情報をボリューム番号順に所定区間ずつ記録して
なる光ディスクを再生する光ディスク再生装置であって、
　第何ボリュームまで再生可能とするかに関する装置固有の再生水準が設定され、
　第１ボリュームまたは各ボリュームの再生時に前記全てのボリュームの存在を示す情報
を該再生水準で定められたボリュームが属する区間まで読み取り、該読み取られた情報に
より存在が確認されたボリュームまでアクセスを許容し、それより先へのアクセスを禁止
するように制御内容が設定されている光ディスク再生装置。
【請求項６】
　前記全てのボリュームの存在を示す情報が前記光ディスクのファイルシステムの管理範
囲内のファイルに記録され、該光ディスクの該ファイルから該次ボリュームの存在を示す
情報を読み取る請求項５記載の光ディスク再生装置。
【請求項７】
　前記全てのボリュームの存在を示す情報がファイルシステムの管理範囲外のデータであ
ってメインチャンネルのフォーマット上の予め定められた位置に記録され、該光ディスク
の該位置から該次ボリュームの存在を示す情報を読み取る請求項５記載の光ディスク再生
装置。
【請求項８】
　記録面を径方向の複数のボリュームに分割し、各ボリュームをリードイン領域、プログ
ラム領域、リードアウト領域で構成して情報を記録し、次ボリュームの存在するボリュー
ムのプログラム領域、リードアウト領域のいずれか一方または両方の領域のメインチャン
ネルに次ボリュームの存在を示す情報を記録してなる光ディスクを再生する光ディスク再
生方法であって、
　第何ボリュームまで再生可能とするかに関する装置固有の再生水準を光ディスク再生装
置に設定し、
　各ボリュームの再生時に次ボリュームの存否を示す情報を読み取り、次ボリューム有り
の情報が得られたときは、該次ボリュームの存否を示す情報により与えられる最終ボリュ
ームまたは前記設定された再生水準により定められた最終ボリュームのうちいずれか小さ
い値のボリュームまでアクセスを許容し、それより先へのアクセスを禁止し、前記次ボリ
ューム有りの情報が得られないときは、現ボリュームより先へのアクセスを禁止する光デ
ィスク再生方法。
【請求項９】
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　記録面を径方向の複数のボリュームに分割し、各ボリュームをリードイン領域、プログ
ラム領域、リードアウト領域で構成して情報を記録し、第１ボリュームまたは全ボリュー
ムのプログラム領域、リードアウト領域のいずれか一方または両方の領域のメインチャン
ネルに、全てのボリュームの存在を示す情報をボリューム番号順に所定区間ずつ記録して
なる光ディスクを再生する光ディスク再生方法であって、
　第何ボリュームまで再生可能とするかに関する装置固有の再生水準を光ディスク再生装
置に設定し、
　第１ボリュームまたは各ボリュームの再生時に前記全てのボリュームの存在を示す情報
を読み取り、該読み取られた全てのボリュームの存在を示す情報により存在が確認された
最終ボリュームまたは前記設定された再生水準で定められた最終ボリュームのうちいずれ
か小さい値のボリュームまでアクセスを許容し、それより先へのアクセスを禁止する光デ
ィスク再生方法。
【請求項１０】
　記録面を径方向の複数のボリュームに分割し、各ボリュームをリードイン領域、プログ
ラム領域、リードアウト領域で構成して情報を記録し、第１ボリュームまたは全ボリュー
ムのプログラム領域、リードアウト領域のいずれか一方または両方の領域のメインチャン
ネルに、全てのボリュームの存在を示す情報をボリューム番号順に所定区間ずつ記録して
なる光ディスクを再生する光ディスク再生方法であって、
　第何ボリュームまで再生可能とするかに関する装置固有の再生水準を光ディスク再生装
置に設定し、
　第１ボリュームまたは各ボリュームの再生時に前記全てのボリュームの存在を示す情報
を該再生水準で定められたボリュームが属する区間まで読み取り、該読み取られた情報に
より存在が確認されたボリュームまでアクセスを許容し、それより先へのアクセスを禁止
する光ディスク再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、使用する再生機器に応じて、再生できる情報を制限できるようにした光デ
ィスク再生装置および光ディスク再生方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えばＣＤ－ＲＯＭにゲームソフトを収納する場合、このゲームソフトを専用のゲーム機
でのみ再生でき、通常のＣＤ－ＲＯＭプレーヤでは再生できないようにしたい場合がある
。また、光ディスクに複数の情報を収納する場合、使用する再生機器に応じて、再生でき
る情報を制限したい場合がある。従来はこのような要求に応えられる光ディスクおよび再
生装置は存在しなかった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　この発明は前記従来の技術における問題点を解決して、使用する再生機器に応じて、再
生できる情報を制限できるようにした光ディスク再生装置および光ディスク再生方法を提
供しようとするものである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　この発明の光ディスク再生装置は、記録面を径方向の複数のボリュームに分割し、各ボ
リュームをリードイン領域、プログラム領域、リードアウト領域で構成して情報を記録し
、各ボリュームのプログラム領域、リードアウト領域のいずれか一方または両方の領域の
メインチャンネルに次ボリュームの存在を示す情報を記録した光ディスクを再生するもの
である。
【０００５】
　この光ディスクによれば、通常の再生装置は最初のボリュームを再生することができる
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が、最初のボリュームから次のボリュームの存在を示す情報を読み取る（解析する）能力
が無いので、次ボリュームの存在がわからず、最初のボリュームより先へはアクセスでき
ない。これに対し、次ボリュームの存在を示す情報を読み取る能力を有するこの発明の再
生装置は、最初のボリュームから次ボリュームの存在がわかるので、次ボリュームへ順次
アクセスすることができる。
【０００６】
なお、次ボリュームの存在を示す情報は、例えば光ディスクのファイルシステムの管理範
囲内のファイルに記録したり、ファイルシステムの管理範囲外のデータであって、メイン
チャンネルのフォーマット上の予め定められた位置に記録すること等ができる。
【０００７】
また、この発明の光ディスク再生装置は、次ボリュームの存在を示す情報を読み取る能力
を有するものであって、各ボリュームの再生時に次ボリュームの存在を示す情報を読み取
り、次ボリューム有りの情報が得られたときは、該次ボリュームへのアクセスを許容し、
次ボリューム有りの情報が得られないときは、現ボリュームより先へのアクセスを禁止す
るように制御内容が設定されているものである。
【０００８】
　この光ディスク再生装置はさらに、第何ボリュームまで再生可能とするかに関する装置
固有の再生水準を設定して、次ボリュームの存在を示す情報により与えられる最終ボリュ
ームまたは前記設定された再生水準により定められた最終ボリュームのうちいずれか小さ
い値のボリュームまでアクセスを許容し、それより先へのアクセスを禁止するように制御
内容を設定したものである。
【００１１】
　また、この発明の別の光ディスク再生装置は、記録面を径方向の複数のボリュームに分
割し、各ボリュームをリードイン領域、プログラム領域、リードアウト領域で構成して情
報を記録し、第１ボリュームまたは全ボリュームのリードイン領域、リードアウト領域の
いずれか一方または両方の領域のメインチャンネルに、個々のボリュームの存在を示す情
報をボリューム番号順に所定区間ずつ記録してなる光ディスクを再生するものである。こ
の別の光ディスクによれば、１つのボリューム内の情報だけで該光ディスクに収納されて
いる個々のボリュームの存在を知ることができる。なお、次ボリュームの存在を示す情報
は、例えば光ディスクのファイルシステムの管理範囲内のファイルに記録したり、ファイ
ルシステムの管理範囲外のデータであって、メインチャンネルのフォーマット上の予め定
められた位置に記録すること等ができる。
【００１２】
　上記別の光ディスク再生装置は、第１ボリュームまたは各ボリュームの再生時に、個々
のボリュームの存在を示す情報を読み取り、該読み取られた情報により存在が確認された
ボリュームまでアクセスを許容し、それより先へのアクセスを禁止するように制御内容が
設定されるものである。現在再生している次のボリュームの存在を示す情報だけを選択的
に読み取ることもできる。さらに上記別の光ディスク再生装置は、第何ボリュームまで再
生可能とするかに関する装置固有の再生水準を設定し、読み取られた個々のボリュームの
存在を示す情報により存在が確認された最終ボリュームまたは設定された再生水準で定め
られた最終ボリュームのうちいずれか小さい値のボリュームまでアクセスを許容し、それ
より先へのアクセスを禁止するように制御内容が設定されているものである。
【００１３】
光ディスク再生装置に再生水準を設定した場合の別のアクセス制御例として、第１ボリュ
ームまたは各ボリュームのリードアウト領域の再生時に、個々のボリュームの存在を示す
情報を該再生水準で定められたボリュームが属する区間まで読み取り、該読み取られた情
報により存在が確認されたボリュームまでアクセスを許容し、それより先へのアクセスを
禁止するように制御内容を設定することもできる。このようにして、再生装置ごとに定め
られた再生水準に応じて、再生できるボリュームを制限することができる。
【００１４】
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　この発明の光ディスク再生方法は、記録面を径方向の複数のボリュームに分割し、各ボ
リュームをリードイン領域、プログラム領域、リードアウト領域で構成して情報を記録し
、次ボリュームの存在するボリュームのプログラム領域、リードアウト領域のいずれか一
方または両方の領域のメインチャンネルに次ボリュームの存在を示す情報を記録してなる
光ディスクを再生する光ディスク再生方法であって、第何ボリュームまで再生可能とする
かに関する装置固有の再生水準を光ディスク再生装置に設定し、各ボリュームの再生時に
次ボリュームの存否を示す情報を読み取り、次ボリューム有りの情報が得られたときは、
該次ボリュームの存否を示す情報により与えられる最終ボリュームまたは前記設定された
再生水準により定められた最終ボリュームのうちいずれか小さい値のボリュームまでアク
セスを許容し、それより先へのアクセスを禁止し、前記次ボリューム有りの情報が得られ
ないときは、現ボリュームより先へのアクセスを禁止するものである。
【００１５】
　この発明の別の光ディスク再生方法は、記録面を径方向の複数のボリュームに分割し、
各ボリュームをリードイン領域、プログラム領域、リードアウト領域で構成して情報を記
録し、第１ボリュームまたは全ボリュームのプログラム領域、リードアウト領域のいずれ
か一方または両方の領域のメインチャンネルに、全てのボリュームの存在を示す情報をボ
リューム番号順に所定区間ずつ記録してなる光ディスクを再生する光ディスク再生方法で
あって、第何ボリュームまで再生可能とするかに関する装置固有の再生水準を光ディスク
再生装置に設定し、第１ボリュームまたは各ボリュームの再生時に前記全てのボリューム
の存在を示す情報を読み取り、該読み取られた全てのボリュームの存在を示す情報により
存在が確認された最終ボリュームまたは前記設定された再生水準で定められた最終ボリュ
ームのうちいずれか小さい値のボリュームまでアクセスを許容し、それより先へのアクセ
スを禁止するものである。
　この発明のさらに別の光ディスク再生方法は、記録面を径方向の複数のボリュームに分
割し、各ボリュームをリードイン領域、プログラム領域、リードアウト領域で構成して情
報を記録し、第１ボリュームまたは全ボリュームのプログラム領域、リードアウト領域の
いずれか一方または両方の領域のメインチャンネルに、全てのボリュームの存在を示す情
報をボリューム番号順に所定区間ずつ記録してなる光ディスクを再生する光ディスク再生
方法であって、第何ボリュームまで再生可能とするかに関する装置固有の再生水準を光デ
ィスク再生装置に設定し、第１ボリュームまたは各ボリュームの再生時に前記全てのボリ
ュームの存在を示す情報を該再生水準で定められたボリュームが属する区間まで読み取り
、該読み取られた情報により存在が確認されたボリュームまでアクセスを許容し、それよ
り先へのアクセスを禁止するものである。
【００１６】
【発明の実施の形態】
　この発明の実施の形態を説明する。ここではまず、光ディスクをゲームソフト用ＣＤ－
ＲＯＭとして構成し、その記録面を２ボリュームに分割し、第１ボリュームに任意の画像
情報（あるいは画像情報と音声情報）を収容し、第２ボリュームにゲームソフトを収容し
、専用のゲーム機では第１、第２ボリュームとも再生できるようにし、通常のＣＤ－ＲＯ
Ｍプレーヤでは第２ボリュームの存在がわからないようにして、１ボリュームの画像情報
（あるいは画像情報と音声情報）しか再生できないようにした場合について説明する。
【００１７】
図１に光ディスクの構成を示す、光ディスク１０は、直径が現行ＣＤと同じ１２cmである
。光ディスク１０の記録面には、径方向に分割された２つの分割領域すなわちボリューム
ＶＯＬ１，ＶＯＬ２が連続して構成されている。各ボリュームＶＯＬ１，ＶＯＬ２の記録
密度は一定とするほか、例えばＶＯＬ１を現行のＣＤフォーマットで定められた通常の密
度とし、ＶＯＬ２を現行のＣＤフォーマットの密度よりも高くすることもできる。
【００１８】
各ボリュームＶＯＬ１，ＶＯＬ２は、内周側からリードイン領域ＬＩ、プログラム領域Ｐ
ＧＭ、リードアウト領域ＬＯでそれぞれ構成され、ＣＤ－ＲＯＭフォーマットで各領域の
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情報が記録されている。リードイン領域ＬＩには、自ボリュームのＴＯＣ情報が記録され
ている。各ボリュームのアドレス情報は相互に重複しないように付与する（例えば第１ボ
リュームＶＯＬ１は初期値から付与し、第２ボリュームＶＯＬ２は第１ボリュームの最終
値に連続する値から付与する。）か、あるいは重複して付与する場合には、Ｑサブコード
のＺＥＲＯフィールド等にボリューム番号情報を記録して、専用のゲーム機でそのボリュ
ーム番号情報を読み取ってボリュームを識別する。
【００１９】
次ボリュームの存在を示す情報は、例えば各ボリュームのプログラム領域の先頭に割り当
てられているプリギャップＰＧＰのメインチャンネルに記録することができる。プリギャ
ップＰＧＰのメインチャンネルは通常のＣＤ－ＲＯＭではオール“０”であるが、ここで
は特定の１ビットまたは複数ビットを“１”とすることにより次ボリュームが存在するこ
とを表現する。例えば図１の例では、第２ボリュームＶＯＬ２が存在するから、第１ボリ
ュームＶＯＬ１のプリギャップＰＧＰ１の特定の１ビットまたは複数ビットに“１”が記
録される。また、第３ボリュームは存在しないから、第２ボリュームＶＯＬ２のプリギャ
ップＰＧＰ２にはオール“０”が記録される。
【００２０】
なお、ＣＤ－ＲＯＭのデータフォーマットには様々な種類があるが、ＥＤＣ（エラー検出
）およびＥＣＣ（エラー訂正）の各データが存在するｍｏｄｅ－１のフォーマットまたは
ｍｏｄｅ－２，ｆｏｒｍ－１のフォーマットを用いれば、高精度のデータ再生が可能とな
り、次ボリュームの存在を示す情報を高精度に検出することができる。
【００２１】
図１の光ディスク１０を再生するための専用のゲーム機の構成を図２に示す。コントロー
ラ１２は操作者の操作に基づき、伝送ケーブル１３を介してゲーム機１４に各種動作指令
を出力する。ゲーム機１４は、インタフェース回路１６を介して制御回路１８でこの動作
指令を受けて、この指令に基づきサーボ回路１９でスピンドルモータ２０および光ピック
アップ２２を制御して、光ディスク１０の記録情報の読み取りを行う。
【００２２】
光ピックアップ２２で読み取られた信号はＲｅｄデコーダ２４に入力されてＲｅｄ　Ｂｏ
ｏｋ規格に基づくＣＤ信号処理が行われる。デコードされた信号はさらにＹｅｌｌｏｗデ
コーダ２６に入力されて、Ｙｅｌｌｏｗ　Ｂｏｏｋ規格に基づくＣＤ－ＲＯＭ信号処理が
行われる。デコードされた音声信号および映像信号は、インタフェース回路２８を介して
出力され、音声信号は伝送ケーブル３０を経てスピーカ３２で再生され、映像信号は伝送
ケーブル３４を経てディスプレイ３６で表示される。
【００２３】
図２のゲーム機１４による再生動作の概要を図３に示す。ゲーム機１４に光ディスク１０
が装入されて（Ｓ１）、再生指令が与えられると（Ｓ２）、始めに第１ボリュームＶＯＬ
１の再生が行われる（Ｓ３）。第１ボリュームＶＯＬ１の再生は、始めにリードイン領域
ＬＩ１から第１ボリュームＶＯＬ１のＴＯＣ情報の読み取りが行われ、続いてプログラム
領域ＰＧＭ１が再生される。プログラム領域ＰＧＭ１の再生では始めにプリギャップＰＧ
Ｐ１から次２ボリュームＶＯＬ２の存在情報が読み取られ（Ｓ４）、続いて第１ボリュー
ムＶＯＬ１の主情報である画像情報（あるいは画像情報と音声情報）が再生されて、ディ
スプレイ３６に表示（あるいはディスプレイ３６に表示されるとともにスピーカ３２で再
生）される。
【００２４】
次ボリューム存在情報が得られた状態で、第１ボリュームＶＯＬ１の再生中に、操作者に
よるコントローラ１２の操作に基づく次ボリュームの再生指令を受けると（Ｓ５）、ある
いは第１ボリュームＶＯＬ１の再生を終了すると（Ｓ６）、第２ボリュームＶＯＬ２の開
始位置にアクセスして第２ボリュームＶＯＬ２の再生が行われる（Ｓ７，Ｓ３）。なお、
第２ボリュームＶＯＬ２の開始位置は、第１ボリュームＶＯＬ１のリードアウト領域の開
始アドレスが第１ボリュームＶＯＬ１のＴＯＣ情報から予めわかっているので、リードア
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ウト領域ＬＯを一定の長さに設定することにより演算で求めることができる。第２ボリュ
ームＶＯＬ２のプリギャップＰＧＰ２では第３ボリュームの存在情報が得られないので（
Ｓ４）、その先へのアクセスが禁止される（Ｓ８）。
【００２５】
なお、光ディスク１０を通常のＣＤ－ＲＯＭプレーヤで再生した場合には、次ボリューム
の存在を示す情報を認識することができないので、第２ボリュームＶＯＬ２の存在を認識
することができず、したがって、第１ボリュームＶＯＬ１の画像情報（あるいは画像情報
と音声情報）しか再生することができない（第２ボリュームＶＯＬ２へアクセスできない
。）。
【００２６】
また、以上の説明ではボリューム数を２としたが３以上のボリューム数にすることもでき
る。この場合、光ディスク再生装置には固有の再生水準を設定することができる。例えば
再生水準が１であれば第１ボリュームに記録された第２ボリュームの存在を示す情報を読
み取り、それ以降のボリュームの存在を示す情報の読み取りは行われないようにして、第
２ボリュームまで再生できるようにする。また、再生水準が２であれば、第１、第２ボリ
ュームに記録された第２、第３ボリュームの存在を示す情報を読み取り、それ以降のボリ
ュームの存在を示す情報の読み取りは行われないようにして、第３ボリュームまで（第２
ボリュームまでしか存在しない場合には第２ボリュームまで）再生できるようにする。
【００２７】
　光ディスク再生組織を図４に示す。光ディスク再生組織４０はＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４
２とホストコンピュータ４４を組み合わせて構成される。ホストコンピュータ４４は操作
者によるキーボード、マウス等の入力手段４６の操作等に基づき、伝送ケーブル４８を介
してＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２に各種動作指令を出力する。ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２は
、インタフェース回路５０を介して制御回路５２でこの動作指令を受けて、この指令に基
づきサーボ回路５２でスピンドルモータ５４および光ピックアップ５６を制御して、光デ
ィスク１０の記録情報の読み取りを行う。
【００２８】
光ピックアップ５６で読み取られた信号はＲｅｄデコーダ５８に入力されてＲｅｄ　Ｂｏ
ｏｋ規格に基づくＣＤ信号処理が行われる。デコードされた信号はさらにＹｅｌｌｏｗデ
コーダ６０に入力されて、Ｙｅｌｌｏｗ　Ｂｏｏｋ規格に基づくＣＤ－ＲＯＭ信号処理が
行われる。デコードされた信号は、インタフェース回路５０を介して出力され、伝送ケー
ブル４８を経てホストコンピュータ４４に入力される。ホストコンピュータ４４は、ＣＤ
－ＲＯＭプレーヤ４２で再生された信号が音声信号であればスピーカ６２で再生し、映像
信号であればディスプレイ６４に表示する等の処理を行う。
【００２９】
光ディスク１０は例えば図１のように構成され、各ボリュームのプログラム領域の先頭位
置にあるプリギャップのメインチャンネル等に次ボリュームの存在を示す情報が記録され
ている。ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２は次ボリュームの存在を示す情報を読み取る能力を有
するものあるいは有しないものが用いられる。
【００３０】
ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２として、次ボリュームの存在を示す情報を読み取る（解析する
）能力を有するものを使用した場合の、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２とホストコンピュータ
４４間の情報のやり取りのプロトコルを図５を参照して説明する。ここでは、一例として
ＳＣＳＩ／ＡＴＡＰＩコマンドの場合を示す。ホストコンピュータ４４は、ＣＤ－ＲＯＭ
プレーヤ４２が、光ディスクが装入されてリード／オーディオ再生等のコマンドが受け付
けられる状態になっているかどうかを知るためのコマンド“ｔｅｓｔ　ｕｎｉｔ　ｒｅａ
ｄｙ”を発行する（Ｓ１１）。このコマンドは、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２がリード／オ
ーディオ再生等のコマンドを受け付けられる状態になるまで発行し続けられる。ＣＤ－Ｒ
ＯＭプレーヤ４２は“ｔｅｓｔ　ｕｎｉｔ　ｒｅａｄｙ”コマンドを受けた時にまだリー
ド／オーディオ再生等のコマンドを受け付けられない状態であれば、“ｃｈｅｃｋ　ｃｏ
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ｎｄｉｔｉｏｎ”を出力する（Ｓ１２）。この情報はエラー状態を示し、まだアクセス系
のコマンドが受け付けられないことを示す。
【００３１】
ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２に光ディスクが装入されると、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２は自
己が保持している各種パラメータを初期化し、次いで第１ボリュームＶＯＬ１のリードイ
ン領域ＬＩ１を再生して、第１ボリュームＶＯＬ１のＴＯＣ情報を取得する。さらにプロ
グラム領域ＰＧＭ１の開始位置のプリギャップＰＧＰ１から次ボリュームの存在を示す情
報を取得する。ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２は、これらの情報を取得してアクセス系コマン
ドを受け付けられる状態になると、該コマンドの受け付けが可能となったことを示す情報
“ｇｏｏｄ”を出力（Ｓ１３）。ホストコンピュータ４４はこの情報“ｇｏｏｄ”を受け
ると、ＴＯＣ情報の転送を指示するコマンド“ｒｅａｄ　ＴＯＣ”を出力する（Ｓ１４）
。ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２はこれに応答してＴＯＣ情報をホストコンピュータ４４に転
送する（Ｓ１５）。
【００３２】
さらに、ホストコンピュータ４４は次ボリュームの存在を示す情報の転送を指示するコマ
ンド“ｒｅａｄ次ボリューム存在情報”を出力する（Ｓ１６）。ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４
２はこれに応答して次ボリュームの存在を示す情報をホストコンピュータ４４に転送する
（Ｓ１７）。ホストコンピュータ４４はこの情報を受けると、操作者に次ボリュームの存
在を表示器６４、スピーカ６２等の出力手段で知らせる。その後、操作者がキーボード、
マウス等の入力手段４６を操作して次ボリュームへのアクセスを指示する操作をすると、
ホストコンピュータ４４は、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２に対し次ボリューム（第２ボリュ
ームＶＯＬ２）へのアクセスを指令するコマンドを出力する。ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２
はこのコマンドを受けて次ボリュームへのアクセス動作を実施する。
【００３３】
なお、操作者による次ボリュームへのアクセス指示に基づいて次ボリュームへアクセスす
るのに代えて、ホストコンピュータ４４のデバイスドライバが受け取った次ボリュームの
存在を示す情報に基づいて、ホストコンピュータ４４が操作者の指示なしで次ボリューム
へのアクセス指令を出力して、アクセス動作を実施させることもできる。また、次ボリュ
ームの存在を示す情報に基づき、次ボリュームへのアクセスを許容するか禁止するかの制
御は、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２が自ら保持している次ボリュームの存在を示す情報に基
づきＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２が単独で行うかあるいはホストコンピュータ４４が保持し
ている次ボリュームの存在を示す情報に基づきホストコンピュータ４４からの指示で行う
ことができる。
【００３４】
ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２として、次ボリュームの存在を示す情報を読み取る能力を有し
ないものを使用した場合には、ホストコンピュータ４４はＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２から
生のデータを受けて、その中から次ボリュームの存在を示す情報を読み取って、ホストコ
ンピュータ４４がその情報に基づいて次ボリュームへのアクセスを許容するか禁止するか
の制御を行う。あるいはホストコンピュータ４４が読み取った次ボリュームの存在を示す
情報をＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２に再転送して、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２が単独で次ボ
リュームへのアクセスを許容するか禁止するかの制御を行うこともできる。なお、ＣＤ－
ＲＯＭプレーヤ４２が次ボリュームの存在を示す情報を読み取る能力を有するものであっ
ても、その能力を利用せずに、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２で検出された生のデータをホス
トコンピュータ４４に転送して、ホストコンピュータ４４側で読み取ることもできる。
【００３５】
　以上の説明では、次ボリュームの存在を示す情報を各ボリュームのプリギャップＰＧＰ
のメインチャンネルに記録したが、各ボリュームのリードアウト領域のメインチャンネル
に記録することもできる。これらはいずれもファイルシステムの管理範囲外のデータとし
て記録する場合である。
【００３６】
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次ボリュームの存在を示す情報はまた、各ボリュームのプログラム領域のメインチャンネ
ルに記録することもできる。ＩＳＯ　９６６０のファイル構造は図６のようになっており
、次ボリュームの存在を示す情報はファイルシステムの管理範囲内のファイルとして記録
することができる。また、ＰＶＤ（ＰｒｉｍａｒｙＶｏｌｕｍｅ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ
）、パステーブル、ディレクトリ、ファイルの間に隙間（図６にハッチングで示す部分）
を作成し、この隙間を使って次ボリュームの存在を示す情報を記録することもできる。こ
の場合はファイルシステムの管理範囲外のデータとなるので、次ボリュームの存在を示す
情報を固定のアドレス位置に記録しておき、再生装置側が予めそのアドレスを知っておい
てその情報を識別できるようにする。
【００３７】
次ボリュームの存在を示す情報をＰＶＤ、パステーブル、ディレクトリ、ファイルの間の
隙間にファイルシステムの管理範囲外のデータとして記録した場合の図４の光ディスク再
生組織４０におけるＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２とホストコンピュータ４４間の情報のやり
取りのプロトコルを図７を参照して説明する。
【００３８】
ホストコンピュータ４４は、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２が、光ディスクが装入されてリー
ド／オーディオ再生等のコマンドが受け付けられる状態になっているかどうかを知るため
のコマンド“ｔｅｓｔ　ｕｎｉｔ　ｒｅａｄｙ”を発行する（Ｓ２１）。このコマンドは
、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２がリード／オーディオ再生等のコマンドを受け付けられる状
態になるまで発行し続けられる。ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２は“ｔｅｓｔ　ｕｎｉｔ　ｒ
ｅａｄｙ”コマンドを受けた時にまだリード／オーディオ再生等のコマンドを受け付けら
れない状態であれば、“ｃｈｅｃｋ　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ”を出力する（Ｓ２２）。この
情報はエラー状態を示し、まだアクセス系のコマンドが受け付けられないことを示す。
【００３９】
ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２に光ディスクが装入されると、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２は自
己が保持している各種パラメータを初期化し、次いで第１ボリュームＶＯＬ１のリードイ
ン領域ＬＩ１を再生して、第１ボリュームＶＯＬ１のＴＯＣ情報を取得する。ＣＤ－ＲＯ
Ｍプレーヤ４２は、アクセス系コマンドを受け付けられる状態になると、該コマンドの受
け付けが可能となったことを示す情報“ｇｏｏｄ”を出力（Ｓ２３）。ホストコンピュー
タ４４はこの情報“ｇｏｏｄ”を受けると、ＰＶＤを読み取る指令ｒｅａｄ（ＰＶＤ）を
送出する（Ｓ２４）。ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２はこの指令を受けてＰＶＤの読み取りを
行い、ホストコンピュータ４４に転送する（Ｓ２５）。次いで、ホストコンピュータ４４
はパステーブルを読み取る指令ｒｅａｄ（ｐａｔｈ　ｔａｂｌｅ）を送出する（Ｓ２６）
。ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２はこの指令を受けてパステーブルの読み取りを行い、ホスト
コンピュータ４４に転送する（Ｓ２７）。
【００４０】
さらに、ホストコンピュータ４２はＴＯＣ情報の転送を指令するコマンド“ｒｅａｄ　Ｔ
ＯＣ”を出力する（Ｓ２８）。ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２はこの指令を受けてＴＯＣ情報
をホストコンピュータ４４に転送する（Ｓ２９）。また、ホストコンピュータ４４は次ボ
リュームの存在を示す情報が記録されているアドレス位置（ホストコンピュータ４２は予
め知っている。）の情報を読み取る指令ｒｅａｄ（次ボリューム存在情報）を送出する（
Ｓ３０）。ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２はこの指示されたアドレス位置の情報の読み取りを
行い、ホストコンピュータ４４に転送する（Ｓ３１）。ホストコンピュータ４４は転送さ
れたデータを解析して、次ボリュームの存在を示す情報が得られた時は該情報をＣＤ－Ｒ
ＯＭプレーヤ４２に返送してＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２が次ボリュームへアクセスするの
を許容し、次ボリュームの存在を示す情報が得られなかった時はＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４
２が次ボリュームへアクセスするのを禁止する。
【００４１】
ホストコンピュータ４４は次ボリュームの存在を示す情報を受けると、操作者が入力手段
４６により次ボリュームへのアクセスを指令する操作をした時に、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ
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４２に対し次ボリューム（第２ボリュームＶＯＬ２）へのアクセスを指令する情報を出力
する。ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２はこの情報を受けて次ボリュームへのアクセス動作を実
行する。
【００４２】
　以上の説明では光ディスクの各ボリュームに次ボリュームの存在を示す情報を記録した
場合について説明したが、第１ボリュームまたは全ボリュームに該光ディスクにおける個
々のボリューム（全ボリューム）の存在を示す情報をまとめて記録することもできる。個
々のボリュームの存在を示す情報は、第１ボリュームまたは全ボリュームのプログラム領
域、リードアウト領域のいずれか一方または両方の領域のメインチャンネルに、ボリュー
ム番号順に所定区間ずつ記録することができる。プログラム領域に記録する場合は、ファ
イルシステム管理範囲内のデータとしてあるいはファイルシステム管理範囲外でデータフ
ォーマット上の固定位置のデータとして記録することができる。また、リードアウト領域
に記録する場合は、データフォーマット上の固定位置のデータとして記録することができ
る。この光ディスクによれば、１つのボリュームを再生するだけで該光ディスクの全ての
ボリュームについてその存在を検出することができる。
【００４３】
図８は複数のボリュームが記録された光ディスクの第１ボリュームまたは全ボリュームの
リードアウト領域ＬＯに個々のボリュームの存在を示す情報を記録した例である。リード
アウト領域ＬＯのメインチャンネルには、第２ボリューム以降の各ボリュームの存在を示
す情報がボリューム番号順に１サブコードフレームずつ割り当てて記録されている。
【００４４】
第１ボリュームまたは全ボリュームに該光ディスクにおける個々のボリュームの存在を示
す情報を記録した光ディスクは、該個々のボリュームの存在を示す情報を読み取る能力を
有する光ディスク再生装置が単独であるいはホストコンピュータと組み合わせて再生する
ことができる。また、光ディスク再生装置が個々のボリュームの存在を示す情報を読み取
る能力を有しない場合は、ホストコンピュータと組み合わせて再生することができる。な
お、ホストコンピュータと組み合わせて再生する場合の手順（プロトコル）は、各ボリュ
ームに次ボリュームの存在を示す情報を記録した光ディスクについて説明した前記実施の
形態と同様に行うことができる。すなわち、光ディスクから個々のボリュームの存在を示
す情報が読み出されると、該情報は光ディスク再生装置内でまたはホストコンピュータに
転送されて解析され、光ディスク再生装置は自ら解析した情報に基づきまたはホストコン
ピュータから再転送される情報に基づき単独制御でまたはホストコンピュータによる制御
で、存在が確認されたボリュームへのアクセスが許容され、存在が確認されなかったボリ
ュームへのアクセスが禁止される。
【００４５】
光ディスク再生装置は光ディスクが装入された時に、第１ボリュームに記録されている個
々のボリュームの存在を示す情報を全ボリューム分読み取り、ホストコンピュータにアク
セス可能な最大ボリューム番号を知らせたりあるいは自己でその情報を保持するように設
定することができる。あるいは各ボリュームに記録されている個々のボリュームの存在を
示す情報のうち現在再生しているボリュームの次のボリュームの存在を示す情報のみ選択
的に読み取り（各ボリュームの情報ごとに、記録されているサブコードフレームが決まっ
ており、再生装置が何番目のサブコードフレームに何番目のボリュームの情報が記録され
ているかを知っているものとする。）、その情報をホストコンピュータに転送しあるいは
自己で保持するように設定することもできる。
【００４６】
図８の光ディスクを再生水準が設定された光ディスク再生装置で再生する場合は、光ディ
スク再生装置が個々のボリュームの存在を示す情報を全て読み取って、そのうち再生水準
で定められた範囲内のボリュームについてアクセスを可能とするように制御することがで
きる。あるいは、別の方法として、リードアウト領域の再生時に、再生水準に応じた分の
サブコードフレームに限定して読み取りを行い、存在が確認されたすべてのボリュームに
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サブコードフレームだけ読み取りを行い、第２ボリュームの存在を示す情報を読み取る。
これにより、第２ボリュームまでの再生を行える。また、再生水準２の光ディスク再生装
置は第２サブコードフレームまで読み取りを行い、第２、第３ボリュームの存在を示す情
報を読み取る。これにより、第３ボリュームまで（第２ボリュームまでしか存在しない場
合は第２ボリュームまで）の再生を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】 光ディスクを示す平面図（半割状態で示す。）で、ボリュームの分割状態の一
例を示す図である。
【図２】　この発明の光ディスク再生装置の実施の形態を示すブロック図である。
【図３】　図２の光ディスク再生装置による図１の光ディスクの再生動作の概要を示すフ
ローチャートである。
【図４】 光ディスク再生組織を示すブロック図である。
【図５】　図４の光ディスク再生組織において、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２として、次ボ
リュームの存在を示す情報を読み取る能力を有するものを使用した場合の、ＣＤ－ＲＯＭ
プレーヤ４２とホストコンピュータ４４間の情報のやり取りのプロトコルを示す図である
。
【図６】　ＩＳＯ　９６６０のファイル構造を示す図である。
【図７】　図４の光ディスク再生組織において、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ４２として、次ボ
リュームの存在を示す情報を読み取る能力を有しないものを使用した場合の、ＣＤ－ＲＯ
Ｍプレーヤ４２とホストコンピュータ４４間の情報のやり取りのプロトコルを示す図であ
る。
【図８】　光ディスク再生装置に再生水準を設定する場合の各ボリュームの存在を示す情
報の記録フォーマットの一例を示す図である。
【符号の説明】
１０　光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ）
１４　ゲーム機（光ディスク再生装置）
４０　光ディスク再生組織
４２　ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ（光ディスク再生装置）
４４　ホストコンピュータ
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